
目的等五領域 具体的支援方法



目的等五領域 具体的支援方法

・学校、ご家庭と事業所の連携を深め、一貫性のある支援を目指しています。保育所等訪問支援の報告を有効に支援に活かしています。

・公認心理師、保育士、元小学校教員、アナログゲーム療育指導員などが個々の特性に応じた支援にあたります。

・送迎時における説明や定期的な面談等により、ご家庭、事業所におけるお子さんの様子や課題について情報共有を図り、支援に活かします。

・療育に関する研修や保護者間の交流の場として3か月に一度程度、保護者会を開催します。 ・公認心理士、特別支援教育士等が保護者相談に応じています。






